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1.  22年3月期の連結業績（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注1）「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末少数株主持分)を期末資産の部の合計で除して算出しております。 
（注2）「連結自己資本比率(国内基準)」は、「銀行法第14条の2の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当である
かどうかを判断するための基準(平成18年金融庁告示第19号)」に基づき算出しております。 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

経常収益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期 161,359 △16.5 20,308 917.6 14,051 171.3
21年3月期 193,394 △14.7 1,995 △92.3 5,178 △62.8

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率

経常収益経常利益
率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

22年3月期 18.17 18.17 3.5 0.2 12.5
21年3月期 6.62 ― 1.2 0.0 1.0

（参考） 持分法投資損益 22年3月期  ―百万円 21年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
連結自己資本比率

（国内基準）
百万円 百万円 ％ 円 銭 ％

22年3月期 7,416,708 428,101 5.7 551.79 12.70
21年3月期 7,414,285 374,881 5.0 483.21 12.91

（参考） 自己資本   22年3月期  426,462百万円 21年3月期  373,511百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

22年3月期 80,662 △98,170 △6,232 129,800
21年3月期 △112,937 164,271 △11,493 153,550

2.  配当の状況 

 

1株当たり配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

21年3月期 ― 4.00 ― 4.00 8.00 6,217 120.0 1.6
22年3月期 ― 4.00 ― 4.00 8.00 6,183 44.0 1.5

23年3月期 
（予想）

― 4.00 ― 4.00 8.00 32.5

3.  23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

 

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

80,000 △1.4 14,000 45.6 8,500 14.5 10.99

通期 159,000 △1.4 30,000 47.7 19,000 35.2 24.58

－1－



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変
更に記載されるもの） 

（注）詳細は、16ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

（注）1株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、18ページ「1株当たり情報」をご覧ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期 822,231,875株 21年3月期 822,231,875株

② 期末自己株式数 22年3月期  49,367,731株 21年3月期  49,254,351株

（参考）個別業績の概要 

1.  22年3月期の個別業績（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

（注1）「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計－期末新株予約権)を期末資産の部の合計で除して算出しております。 
（注2）「単体自己資本比率(国内基準)」は、「銀行法第14条の2の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当である
かどうかを判断するための基準(平成18年金融庁告示第19号)」に基づき算出しております。 

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

経常収益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期 141,699 △18.0 18,528 ― 12,994 157.2
21年3月期 172,939 △15.8 1,437 △94.2 5,051 △60.9

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

22年3月期 16.81 16.81
21年3月期 6.46 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
単体自己資本比率

（国内基準）
百万円 百万円 ％ 円 銭 ％

22年3月期 7,404,353 422,197 5.7 546.24 12.46
21年3月期 7,401,837 370,279 5.0 479.03 12.74

（参考） 自己資本 22年3月期  422,175百万円 21年3月期  370,279百万円

2.  23年3月期の個別業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び当行が合理的と判断する一定の予測に基づき作成しており、実際の業績は今後の
様々な要因により異なる結果となる可能性があります。 

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
累計期間

70,000 △2.0 13,000 41.1 8,000 11.8 10.35

通期 139,000 △1.9 28,000 51.1 18,000 38.5 23.28

－2－



定性的情報、財務諸表等 
１．経営成績 

 

（１）経営成績に関する分析 

 

  ① 当期の経営成績 

 連結ベースの経常収益は、金利低下等により貸出金利息及び有価証券利息配当金等の資金運用収益

が減少したほか、株式等売却益の減少によるその他経常収益の減少等により、前期比 320 億 34 百万

円減少し 1,613 億 59 百万円となりました。 

 経常費用は、預金利息や金利スワップ支払利息などの資金調達費用が減少したほか、有価証券減損

処理の減少、営業経費の削減等により、前期比 503 億 47 百万円減少し 1,410 億 50 百万円となりまし

た。 

 以上により、経常利益は、前期比 183 億 13 百万円増加し 203 億 8 百万円となり、当期純利益は、

前期比 88 億 73 百万円増加し 140 億 51 百万円となりました。 

  

 事業の種類別セグメント情報では、銀行業務での経常収益は前期比 312 億円減少し 1,416 億円とな

り、経常費用は 483 億円減少し 1,231 億円となりました。これにより銀行業務の経常利益は前期比 170

億円増加し 185 億円となりました。また、リース業務の経常収益は前期比 11 億円減少し 173 億円と

なり、経常費用は 18 億円減少し 163 億円となったことから、経常利益は前期比 6 億円増加し 9 億円

となりました。 

 

 ② 次期の業績見通し 

 次期の業績につきましては、下記のとおり予想しております。 

 連結については、経常利益 300 億円、当期純利益 190 億円と予想しております。また、単体につい

ては、経常利益 280 億円、当期純利益 180 億円と予想しております。 

 営業基盤やお客さまとの取引基盤の拡大による収益力の強化に引続き取り組み、経常利益、当期純

利益とも 21 年度比増加を見込んでおります。 

（単位：百万円） 

 経常収益 経常利益 当期純利益 

連 結 １５９，０００ ３０，０００ １９，０００ 
単 体 １３９，０００ ２８，０００ １８，０００ 

 

（２）財政状態に関する分析 

 

① 資産、負債及び純資産に関する分析 

 連結ベースの当期末の総資産につきましては、貸出金や繰延税金資産が減少した一方で、有価証券

が増加したことなどから、前期比 24 億円増加し、7 兆 4,167 億円となりました。 

 負債につきましては、預金が増加した一方で、コールマネーや譲渡性預金が減少したことなどから

前期比 507 億円減少し、6 兆 9,886 億円となりました。 

 純資産の部は、その他有価証券評価差額金の増加などにより、前期比 532 億円増加し、4,281 億円

となりました。 

 連結グループの中核をなす常陽銀行単体の主要勘定の状況は下記のとおりです。 

 預金は、期中 1,184 億円増加し、期末残高が 6 兆 6,811 億円となりました。このうち、普通預金は、

期中 1,309 億円増加し、期末残高が 3 兆 5,477 億円となり、定期預金は、期中 261 億円増加し、期末
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残高が 2 兆 8,057 億円となりました。 

 投資信託や公共債等の預り資産残高は、投資信託の基準価額の回復や年金保険が順調に増加したこ

となどから、期中 562 億円増加し、期末残高が 1 兆 560 億円となりました。 

 貸出金は、期中 1,068 億円減少し、期末残高が 4 兆 8,390 億円となりました。個人向け貸出は、住

宅ローンを中心に期中 446 億円増加し、期末残高が 1 兆 1,000 億円となりましたが、法人向け貸出金

は景気低迷による設備投資の伸び悩みなどにより、期中 1,388 億円減少し、期末残高が 3 兆 987 億円

となりました。 

 有価証券は、外国証券を圧縮する一方で、国債の購入を進めたことなどから期中1,759億円増加し、

期末残高が 2 兆 1,568 億円となりました。 

 以上により、総資産は、期中 25 億円増加し、期末残高が 7 兆 4,043 億円となりました。 

 

② キャッシュ・フローの状況 

 当期の連結キャッシュ・フローにつきましては、貸出金の減少等により営業活動によるキャッシ

ュ・フローが 806 億円増加しましたが、有価証券の取得等により投資活動によるキャッシュ・フロー

は 981 億円減少しました。また、配当金の支払等により財務活動によるキャッシュ・フローは 62 億

円減少しました。 

 以上の結果、当期末の現金及び現金同等物の残高は 237 億円減少して、1,298 億円となりました。 

 

③ 不良債権の開示額 

 当期末の破綻先債権、延滞債権などのリスク管理債権の合計額は、連結ベースで 1,224 億円、貸出

金期末残高に対する比率は 2.54%となりました。 

 常陽銀行単体でのリスク管理債権の合計額は 1,190 億円、貸出金期末残高に対する比率は 2.45%で

あります。なお、金融再生法に基づく不良債権（破産更生債権及びこれらに準ずる債権・危険債権・

要管理債権）の合計額は、常陽銀行単体で 1,193 億円で、担保等による保全率は 80.33%となっており

ます。 

 

④ 自己資本比率の状況 

 自己資本比率（国内基準）は連結ベースでは 12.70%、うち Tier1 比率は 11.40%となり、常陽銀行

単体の自己資本比率は 12.46%、うち Tier1 比率は 11.29%となり、引続き高い水準を維持しておりま

す。 

 

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 

 当行は、企業価値および資本効率の向上を実現するとともに、株主の皆さまへの一層の利益還元を

図るため、「自己株式買取額と配当金を合せて、単体当期純利益の 40％以上、うち配当については 20％

以上を目安に還元する」ことを当面の利益配分方針として取り組んでおります。 

 当期末の配当金につきましては、株主の皆さまのご支援にお応えするため、前期末配当と同じ 1 株

あたり普通配当 4 円とさせていただく予定です。したがいまして、中間配当と合わせました年間配当

は 1 株あたり 8 円と、昨年度と同額にさせていただく予定です。 

 また、平成 22 年度の配当につきましては、1 株当たり中間配当 4 円、期末配当 4 円、年間配当 8 円

を予定しております。 
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２．企業集団の状況 

 

（１） 事業の内容 

 

 当行グループは、当行及び子会社９社で構成され、銀行業務を中心に、リース業務、保証業務、

銀行事務代行業務、証券業務などの金融サービスを提供しております。 

  

（２） 事業系統図 

 

銀行業務  

リース業務  

その他業務  

本店及び支店１４８、出張所２５、

海外駐在員事務所１  

子会社１社  
・㈱常陽リース  
 （リース業務）  

子会社８社  
・常陽コンピューターサービス㈱

 （計算受託業務）  
・常陽信用保証㈱  
 （保証業務）  
・㈱常陽クレジット  
 （クレジットカード業務）  
・常陽ビジネスサービス㈱  
 （事務受託代行業務）  
・常陽キャッシュサービス㈱  
 （事務受託代行業務）  
・㈱常陽産業研究所  
 （コンサルティング業務）  
・常陽施設管理㈱  
 （不動産賃貸管理業務）  
・常陽証券㈱  
 （証券業務）  

常
陽
銀
行 
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３．経営方針 
 
（１） 会社の経営の基本方針 
 

 常陽銀行グループ（以下、当行といいます）は、「健全、協創、地域と共に」という経営理念のもと、堅

実な営業、健全な経営を行い、地域の皆さまに質の高い総合金融サービスを円滑にご提供することによって、

地域社会・地域経済の発展に貢献してまいります。そして、お客さまに最も身近な、最も信頼されるベスト

パートナーバンクをめざしてまいります。 
 「お客さま中心主義」に徹し、お客さまのニーズに合った質の高い商品・サービスを提供することによっ

て、お客さまに心からご満足いただくとともに、健全性、収益性を高め、企業価値を向上させることによっ

て、株主の皆さまのご期待に応えてまいります。 

 

 

（２） 第１０次中期経営計画 

 

 少子高齢化の進展や経済活動の広域化といった経済・社会構造の変化、お客さまの金融行動の変化や他

行・他業態との競争激化など、当行を取り巻く経営環境は変化を続けております。こうした環境変化を踏ま

え、当行では、めざす銀行像を「金融新時代のベストパートナーバンク」とする「第10次中期経営計画」（平

成20年度～平成22年度）を進めております。 

 第10次中期経営計画では、めざす銀行像の実現に向け、「連結収益力の強化」、「経営管理態勢の高度化」、

「経営資源の増強」の３つを基本目標としており、当期は、以下の通り諸施策を展開いたしました。 

 
① 連結収益力の強化 

「連結収益力の強化」に向け、当行グループ全体で、お客さまへの総合金融サービス提供力の強化、相談

機能のさらなる向上など、お客さまとのより強固な取引関係の構築に向けた取り組みを強化しております。

また、高速道路網など交通インフラの整備進展に合わせ、茨城県と隣接県との結び付きの強まりに対応し、

経済圏の拡大を踏まえた営業エリアの拡充にも取り組んでおります。 

法人分野では、地元の中堅中小企業のお客さまを中心に、資金調達ニーズに積極的にお応えするとともに、

経営支援の取り組みに注力いたしました。お客さまのさまざまな資金調達ニーズに対しましては、緊急保証

制度の利用促進に加え、私募債の受託やシンジケートローンの組成に取り組むなど、多様な手法を用い積極

的にお応えいたしました。経営支援の取り組みでは、「第２回常陽ものづくり企業フォーラムinつくば」を

開催し、お客さまの販路開拓と技術・品質・経営力の向上を支援する活動を推進いたしました。また、大手

企業と連携して「製造業実務研修会」を開催し、技術レベル向上に対する中小企業のお客さまのニーズにお

応えいたしました。さらに、農業や食品加工業をはじめとするアグリビジネスの分野におきましても、「常

陽アグリビジネスセミナー2009」や「いばらき食の商談会 2009 つくば」を開催し、アグリビジネスに関す

る情報を幅広く提供するとともに、ビジネスマッチング支援にも注力いたしました。 

個人分野では、お客さまのライフステージにおけるさまざまな資金ニーズにお応えするため、金融商品・

サービスの拡充に取り組みました。住宅ローンでは、新築に関するご相談に積極的にお応えするとともに、

借換えのご相談についても専用商品による提案を行うなど、お客さまの資金調達ニーズへの対応を強化いた

しました。お客さまの資産運用の面では、オーストラリアドル建て為替特約付外貨定期預金の取り扱いを開

始したことに加え、本年１月には、一時払終身保険商品の取り扱いを全店（ローンプラザを除く）に拡大し、

多様化するニーズにお応えいたしました。 

また、店舗ネットワークの面では、既存の個人総合金融センター（通称「Ｊプラザ」）やローンプラザに

おいて、日曜日営業を行う拠点を拡大し、お客さまの利便性向上にお応えする環境を整えました。また、つ
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くば地区や県南地区などの発展が進む地域での営業基盤の拡充に向け、「つくば市役所支店」（平成 22 年 5

月開設）、「ひたち野うしく支店」（同年7月開設予定）、「Ｊプラザひたち野うしく」（同年7月開設予定）の

開設に向けた準備を進めました。 
 

② 経営管理態勢の高度化 
「経営管理態勢の高度化」では、収益力強化の基礎となる適切なリスクテイク・管理態勢の高度化をめざ

すとともに、ＩＴを積極的に活用し、堅確性と効率性を両立させた業務処理態勢の構築にも取り組んでおり

ます。 

当期におきましては、銀行法や金融商品取引法の改正を受け、適切な利益相反管理を行うための態勢整備

を実施したほか、有価証券運用に係る情報収集・分析機能の強化に向けた組織整備を行い有価証券ポートフ

ォリオの再構築に取り組みました。また、昨年12月に施行された金融円滑化法の趣旨を踏まえ、「金融円滑

化の取組方針」を制定するとともに、その取り組み全般を統括する「金融円滑化管理責任者」を置くなど体

制を整備し、金融仲介機能の積極的な発揮に努めました。さらに、業務の効率化の面では、融資業務改革プ

ロジェクトや営業店事務改革プロジェクトを進め、新不動産担保システムの導入や集中事務の範囲拡大など

に取り組みました。 

 

③ 経営資源の増強 
 「経営資源の増強」では、金融サービスの品質を支える行員一人ひとりの能力が重要な経営資源であると

の認識のもと、人材育成の強化を図り、さらなる能力向上をめざしております。また、コンプライアンスを

お客さまからの信頼確保のための基盤・資源と位置付け、その徹底にも取り組んでおります。 

 当期におきましては、預り資産販売や事務処理など、各種の業務スキルを認定する制度を拡充させ、行員

の能力向上に向けた取り組みを強化するとともに、コンプライアンスの徹底に向けた行内外の研修の充実に

も引き続き取り組みました。 

 

（３） 目標とする経営指標 

 

 第 10 次中期経営計画に掲げた「金融新時代のベストパートナーバンク」の実現をめざし、引き続き、３

つの基本目標である「連結収益力の強化」「経営管理態勢の高度化」「経営資源の増強」に取り組んでまいり

ます。 

 

（第10次中期経営計画における基本業績目標） 

基本業績目標（単体ベース） 平成22年度計画  
（ 参 考 ） 

平成21年度実績 

コア業務純益 560億円  453億円 

経常利益 320億円  185億円 

当期純利益 200億円  129億円 
収益目標 

（連結当期純利益） （210億円） （140億円）

収益性指標 ＲＯＥ 5％半ば  3.27％ 

健全性指標 自己資本（TierⅠ）比率 11％程度  11.29％ 

効率性指標 ＯＨＲ(ｺｱ業純ﾍﾞｰｽ) 55％程度  60.6％ 
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（４） 対処すべき課題 

 

 世界経済は、各国の緊急経済対策などによって一時期の混乱を脱しましたが、わが国経済には、失業率の

高止まりや緩やかなデフレの進行など、景気の下振れ懸念も依然として残されています。また、ゆうちょ銀

行の預入限度額引き上げの動き、他業態との競争の激化、さらには、国際会計基準の適用に向けた会計制度

の見直しの動きなど、金融機関を取り巻く経営環境は大きな変化が続いております。 

 こうした中、当行は、「健全、協創、地域と共に」という経営理念のもと、堅実な営業、健全な経営を行

うとともに、第 10 次中期経営計画に掲げた「金融新時代のベストパートナーバンク」の実現に向け、お客

さまとの質の高いコミュニケーションを通して最適な金融商品・サービスの提供に努め、お客さまとの信頼

関係を深めてまいります。また、平成22年度は、第10次中期経営計画の最終年度として、その基本目標で

ある「連結収益力の強化」「経営管理態勢の高度化」「経営資源の増強」の達成に向けた取り組みを一段と強

化してまいります。 

 さらに、地域経済の活性化に向け、地域への安定的な資金供給をはじめとした地域密着型金融の一層の推

進に取り組んでまいります。また、営業力の強化を図るとともに、低コスト構造への取り組みを推進してい

くことで生産性の向上を実現し、新たな成長をめざしてまいります。 

 

 今後とも、お客さま、株主の皆さま、地域の皆さまのご期待にお応えできるよう役職員一同全力を尽くし

てまいります。引続き一層のご支援を賜りますよう心からお願い申しあげます。 
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4.【連結財務諸表】 
(1)【連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 179,030 173,240 

コールローン及び買入手形 26,729 22,915 

買入金銭債権 54,063 46,009 

特定取引資産 9,578 3,766 

有価証券 1,975,080 2,151,554 

貸出金 4,911,988 4,808,134 

外国為替 1,316 2,708 

リース債権及びリース投資資産 31,742 29,005 

その他資産 70,500 70,595 

有形固定資産 97,394 95,961 

建物 32,691 31,880 

土地 56,617 56,884 

建設仮勘定 1,042 1,186 

その他の有形固定資産 7,043 6,008 

無形固定資産 7,124 7,476 

ソフトウエア 4,120 2,622 

その他の無形固定資産 3,003 4,853 

繰延税金資産 57,654 21,702 

支払承諾見返 28,552 22,875 

貸倒引当金 △36,422 △39,201 

投資損失引当金 △48 △35 

資産の部合計 7,414,285 7,416,708 

負債の部   

預金 6,547,452 6,664,706 

譲渡性預金 99,360 20,900 

コールマネー及び売渡手形 111,947 － 

債券貸借取引受入担保金 73,649 26,034 

特定取引負債 270 371 

借用金 80,885 119,490 

外国為替 185 625 

社債 15,000 15,000 

信託勘定借 14 18 

その他負債 57,282 93,531 

役員賞与引当金 － 37 

退職給付引当金 4,219 4,840 

役員退職慰労引当金 742 22 

睡眠預金払戻損失引当金 1,333 1,458 

ポイント引当金 102 102 

利息返還損失引当金 8 7 

偶発損失引当金 1,623 1,991 

特別法上の引当金 0 0 

再評価に係る繰延税金負債 14,007 13,984 

負ののれん 2,765 2,607 

支払承諾 28,552 22,875 

負債の部合計 7,039,404 6,988,606 
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

資本金 85,113 85,113 

資本剰余金 58,574 58,574 

利益剰余金 254,154 261,752 

自己株式 △26,804 △26,845 

株主資本合計 371,036 378,594 

その他有価証券評価差額金 △6,397 38,805 

繰延ヘッジ損益 △1,868 △1,938 

土地再評価差額金 10,739 11,000 

評価・換算差額等合計 2,474 47,868 

新株予約権 － 21 

少数株主持分 1,369 1,617 

純資産の部合計 374,881 428,101 

負債及び純資産の部合計 7,414,285 7,416,708 
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(2)【連結損益計算書】 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

経常収益 193,394 161,359 

資金運用収益 130,243 114,394 

貸出金利息 97,043 89,853 

有価証券利息配当金 31,371 23,294 

コールローン利息及び買入手形利息 409 165 

債券貸借取引受入利息 0 － 

預け金利息 695 548 

その他の受入利息 722 531 

信託報酬 22 23 

役務取引等収益 23,194 22,381 

特定取引収益 580 669 

その他業務収益 3,914 3,566 

その他経常収益 35,438 20,324 

経常費用 191,398 141,050 

資金調達費用 25,137 12,159 

預金利息 15,992 9,367 

譲渡性預金利息 509 196 

コールマネー利息及び売渡手形利息 1,651 57 

債券貸借取引支払利息 791 87 

借用金利息 985 857 

社債利息 333 334 

その他の支払利息 4,873 1,258 

役務取引等費用 6,806 6,793 

その他業務費用 42,631 4,637 

営業経費 74,589 73,819 

その他経常費用 42,233 43,640 

貸倒引当金繰入額 2,190 8,592 

その他の経常費用 40,042 35,048 

経常利益 1,995 20,308 

特別利益 2,423 2,228 

固定資産処分益 47 － 

償却債権取立益 2,357 2,228 

その他の特別利益 18 － 

特別損失 1,539 511 

固定資産処分損 736 429 

減損損失 23 81 

金融商品取引責任準備金繰入額 0 0 

その他の特別損失 779 － 

税金等調整前当期純利益 2,879 22,025 

法人税、住民税及び事業税 2,725 1,594 

法人税等還付税額 － △96 

法人税等調整額 △5,177 6,229 

法人税等合計 △2,451 7,727 

少数株主利益 153 246 

当期純利益 5,178 14,051 
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(3)【連結株主資本等変動計算書】 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 85,113 85,113 

当期変動額   

当期変動額合計 － － 

当期末残高 85,113 85,113 

資本剰余金   

前期末残高 58,574 58,574 

当期変動額   

当期変動額合計 － － 

当期末残高 58,574 58,574 

利益剰余金   

前期末残高 255,255 254,154 

当期変動額   

剰余金の配当 △6,262 △6,183 

当期純利益 5,178 14,051 

自己株式の処分 △96 △8 

土地再評価差額金の取崩 79 △260 

当期変動額合計 △1,101 7,598 

当期末残高 254,154 261,752 

自己株式   

前期末残高 △21,671 △26,804 

当期変動額   

自己株式の取得 △5,602 △71 

自己株式の処分 468 30 

当期変動額合計 △5,133 △40 

当期末残高 △26,804 △26,845 

株主資本合計   

前期末残高 377,271 371,036 

当期変動額   

剰余金の配当 △6,262 △6,183 

当期純利益 5,178 14,051 

自己株式の取得 △5,602 △71 

自己株式の処分 371 21 

土地再評価差額金の取崩 79 △260 

当期変動額合計 △6,235 7,558 

当期末残高 371,036 378,594 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 43,833 △6,397 

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △50,230 45,202 

当期変動額合計 △50,230 45,202 

当期末残高 △6,397 38,805 
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

繰延ヘッジ損益   

前期末残高 △1,130 △1,868 

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △737 △70 

当期変動額合計 △737 △70 

当期末残高 △1,868 △1,938 

土地再評価差額金   

前期末残高 10,819 10,739 

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △79 260 

当期変動額合計 △79 260 

当期末残高 10,739 11,000 

評価・換算差額等合計   

前期末残高 53,521 2,474 

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △51,047 45,393 

当期変動額合計 △51,047 45,393 

当期末残高 2,474 47,868 

新株予約権   

前期末残高 － － 

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） － 21 

当期変動額合計 － 21 

当期末残高 － 21 

少数株主持分   

前期末残高 1,222 1,369 

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 147 247 

当期変動額合計 147 247 

当期末残高 1,369 1,617 

純資産合計   

前期末残高 432,016 374,881 

当期変動額   

剰余金の配当 △6,262 △6,183 

当期純利益 5,178 14,051 

自己株式の取得 △5,602 △71 

自己株式の処分 371 21 

土地再評価差額金の取崩 79 △260 

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △50,899 45,662 

当期変動額合計 △57,135 53,220 

当期末残高 374,881 428,101 
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(4)【連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 2,879 22,025 

減価償却費 5,129 6,206 

減損損失 23 81 

負ののれん償却額 △158 △158 

貸倒引当金の増減（△） △2,457 2,779 

投資損失引当金の増減額（△は減少） △0 △12 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 92 △719 

睡眠預金払戻損失引当金の増減（△） 110 124 

ポイント引当金の増減額（△は減少） △58 0 

偶発損失引当金の増減（△） 530 367 

利息返還損失引当金の増減額（△は減少） 0 △1 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － 37 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 45 620 

資金運用収益 △132,976 △118,253 

資金調達費用 25,137 12,159 

有価証券関係損益（△） 33,926 9,562 

金銭の信託の運用損益（△は運用益） 54 － 

為替差損益（△は益） 23,225 4,288 

固定資産処分損益（△は益） 689 429 

特定取引資産の純増（△）減 16,485 5,812 

特定取引負債の純増減（△） 66 101 

リース投資資産の増減額（△は増加） 484 2,737 

貸出金の純増（△）減 △276,771 103,853 

預金の純増減（△） 207,332 117,254 

譲渡性預金の純増減（△） 53,949 △78,460 

借用金（劣後特約付借入金を除く）の純増減
（△）

9,440 38,605 

預け金（現金同等物を除く）の純増（△）減 △2,953 △17,960 

コールローン等の純増（△）減 △11,181 11,868 

コールマネー等の純増減（△） △50,735 △111,947 

債券貸借取引受入担保金の純増減（△） △92,580 △47,615 

外国為替（資産）の純増（△）減 △278 △1,392 

外国為替（負債）の純増減（△） △118 440 

信託勘定借の純増減（△） △2 3 

資金運用による収入 133,648 119,277 

資金調達による支出 △24,271 △12,597 

その他 △21,651 11,781 

小計 △102,943 81,300 

法人税等の支払額 △9,993 △637 

営業活動によるキャッシュ・フロー △112,937 80,662 
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △530,475 △487,758 

有価証券の売却による収入 380,243 174,314 

有価証券の償還による収入 320,424 221,425 

金銭の信託の増加による支出 △25,000 － 

金銭の信託の減少による収入 28,500 － 

有形固定資産の取得による支出 △9,386 △3,943 

有形固定資産の売却による収入 190 48 

無形固定資産の取得による支出 △224 △2,256 

投資活動によるキャッシュ・フロー 164,271 △98,170 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △6,262 △6,183 

少数株主への配当金の支払額 △0 △0 

自己株式の取得による支出 △5,602 △71 

自己株式の売却による収入 371 21 

財務活動によるキャッシュ・フロー △11,493 △6,232 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △15 △9 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 39,825 △23,750 

現金及び現金同等物の期首残高 113,725 153,550 

現金及び現金同等物の期末残高 153,550 129,800 
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（５）継続企業の前提に関する注記 

    該当ありません。 

 

（６）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 
 

(金融商品に関する会計基準) 

 当連結会計年度末から「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号平成20年３月10日）および「金融商品

の時価等の開示に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第19号平成20年３月10日）を適用しております。 

 これにより、従来の方法に比べ、経常利益および税引前当期純利益は、それぞれ51百万円増加しております。 

 

（７）連結財務諸表作成に関する注記事項 

 

(セグメント情報) 

【事業の種類別セグメント情報】 

前連結会計年度(自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日) 

 
銀行業務 
(百万円) 

リース業務
(百万円) 

その他業務
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

Ⅰ 経常収益   

(1) 外部顧客に対する 
経常収益 

172,093 16,774 4,525 193,394 － 193,394

(2) セグメント間の内部 
経常収益 

845 1,753 5,231 7,830 (7,830) －

計 172,939 18,528 9,756 201,224 (7,830) 193,394

経常費用 171,501 18,210 9,477 199,189 (7,791) 191,398

経常利益 1,437 317 279 2,034 (39) 1,995

Ⅱ 資産、減価償却費、減損損失及
び資本的支出 

 

資産 7,404,663 46,075 36,298 7,487,037 (72,751) 7,414,285

減価償却費 4,821 53 179 5,054 75 5,129

減損損失 23 － － 23 － 23

資本的支出 7,448 124 2,038 9,611 － 9,611
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当連結会計年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日) 

 
銀行業務 
(百万円) 

リース業務
(百万円) 

その他業務
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

Ⅰ 経常収益   

(1) 外部顧客に対する 
経常収益 

140,641 15,905 4,812 161,359 － 161,359

(2) セグメント間の内部 
経常収益 

1,057 1,443 4,625 7,125 (7,125) －

計 141,699 17,348 9,437 168,485 (7,125) 161,359

経常費用 123,170 16,385 8,248 147,804 (6,754) 141,050

経常利益 18,528 962 1,188 20,680 (371) 20,308

Ⅱ 資産、減価償却費、減損損失及
び資本的支出 

 

資産 7,407,180 42,981 37,356 7,487,518 (70,810) 7,416,708

減価償却費 5,354 55 307 5,717 488 6,206

減損損失 81 － － 81 － 81

資本的支出 5,964 33 170 6,168 － 6,168

(注) １ 業務区分は、連結会社の事業の内容により区分しております。なお、「その他業務」は保証業務等であります。 

 ２ 一般企業の売上高及び営業利益に代えて、それぞれ経常収益及び経常利益を記載しております。 

 

【所在地別セグメント情報】 

前連結会計年度(自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日) 

全セグメントの経常収益の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める本邦の割合が90％を超えてい

るため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

 

当連結会計年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日) 

全セグメントの経常収益の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める本邦の割合が90％を超えてい

るため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

 

【国際業務経常収益】 

前連結会計年度(自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日) 

国際業務経常収益が連結経常収益の10％未満のため、国際業務経常収益の記載を省略しております。 

 

当連結会計年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日) 

国際業務経常収益が連結経常収益の10％未満のため、国際業務経常収益の記載を省略しております。 
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(１株当たり情報) 

 

 
前連結会計年度 

(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日) 

１株当たり純資産額 円 483.21 551.79 

１株当たり当期純利益 円 6.62 18.17 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 円 ― 18.17 

 

（注）１ １株当たり純資産額の算定に用いられた連結会計年度末の普通株式数の種類別内訳 

 前連結会計年度末 
平成21年３月31日 

当連結会計年度末 
平成22年３月31日 

純資産の部の合計額（百万円） 374,881 428,101

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 1,369 1,638

 （うち新株予約権） － 21

 （うち少数株主持分） 1,369 1,617

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 373,511 426,462

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通
株式の数（千株） 

772,977 772,864

 
（注）２ １株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎 

  
前連結会計年度 

(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日)

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日)

１株当たり当期純利益  

当期純利益 百万円 5,178 14,051

普通株主に帰属しない金額 百万円 ― ―

普通株式に係る当期純利益 百万円 5,178 14,051

普通株式の期中平均株式数 千株 781,137 772,917
  

潜在株式調整後１株当たり当期純利益    

 当期純利益調整額 百万円 ― ―

 普通株式増加数 千株 ― 59

うち新株予約権 千株 ― 59
希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後
１株当たり当期純利益の算定に含めなかっ
た潜在株式の概要 

 ― ―

 

 

 

（重要な後発事象） 

該当ありません。 

 

 

（開示の省略） 

 リース取引、関連当事者との取引、税効果会計、金融商品、有価証券、デリバティブ取引、退職給付、ストック

オプション等に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため別紙形

式による開示を省略しております。 
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5.【個別財務諸表】 
(1)【貸借対照表】 

(単位：百万円)

前事業年度 
(平成21年３月31日) 

当事業年度 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 178,906 173,157 

現金 64,010 61,355 

預け金 114,895 111,802 

コールローン 26,729 22,915 

買入金銭債権 54,063 46,009 

特定取引資産 9,578 3,766 

商品有価証券 2,106 3,146 

商品有価証券派生商品 1 2 

特定金融派生商品 476 617 

その他の特定取引資産 6,994 － 

有価証券 1,980,906 2,156,889 

国債 788,617 1,028,805 

地方債 397,326 386,679 

社債 400,381 374,973 

株式 151,478 188,661 

その他の証券 243,102 177,769 

貸出金 4,945,900 4,839,087 

割引手形 33,834 22,729 

手形貸付 477,721 437,542 

証書貸付 3,812,996 3,786,540 

当座貸越 621,347 592,275 

外国為替 1,316 2,708 

外国他店預け 957 2,416 

買入外国為替 17 40 

取立外国為替 340 251 

その他資産 59,888 59,455 

未決済為替貸 64 112 

前払費用 1,331 1,961 

未収収益 10,871 9,503 

先物取引差入証拠金 160 160 

先物取引差金勘定 － 0 

金融派生商品 24,534 21,924 

その他の資産 22,926 25,794 

有形固定資産 86,198 86,138 

建物 30,570 28,981 

土地 50,699 50,991 

リース資産 987 1,750 

建設仮勘定 96 1,186 

その他の有形固定資産 3,843 3,228 

無形固定資産 6,871 7,562 

ソフトウエア 4,120 2,622 

リース資産 189 891 

その他の無形固定資産 2,560 4,048 

繰延税金資産 53,398 16,973 

支払承諾見返 28,552 22,875 

貸倒引当金 △30,423 △33,150 

投資損失引当金 △48 △35 

資産の部合計 7,401,837 7,404,353 
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(単位：百万円)

前事業年度 
(平成21年３月31日) 

当事業年度 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

預金 6,562,737 6,681,175 

当座預金 128,046 128,637 

普通預金 3,416,808 3,547,763 

貯蓄預金 50,651 49,259 

通知預金 51,265 9,762 

定期預金 2,779,603 2,805,757 

その他の預金 136,362 139,995 

譲渡性預金 104,040 24,500 

コールマネー 111,947 － 

債券貸借取引受入担保金 73,649 26,034 

特定取引負債 270 371 

特定金融派生商品 270 371 

借用金 74,000 113,700 

借入金 74,000 113,700 

外国為替 185 625 

売渡外国為替 147 597 

未払外国為替 37 28 

社債 15,000 15,000 

信託勘定借 14 18 

その他負債 40,688 77,005 

未決済為替借 44 26 

未払法人税等 172 540 

未払費用 12,108 12,313 

前受収益 3,293 3,035 

従業員預り金 1,417 1,436 

先物取引差金勘定 0 2 

金融派生商品 6,723 6,773 

リース債務 1,181 2,648 

その他の負債 15,746 50,228 

役員賞与引当金 － 37 

退職給付引当金 3,853 4,436 

役員退職慰労引当金 721 － 

睡眠預金払戻損失引当金 1,333 1,458 

ポイント引当金 70 80 

偶発損失引当金 1,623 1,991 

再評価に係る繰延税金負債 12,867 12,844 

支払承諾 28,552 22,875 

負債の部合計 7,031,557 6,982,156 
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(単位：百万円)

前事業年度 
(平成21年３月31日) 

当事業年度 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

資本金 85,113 85,113 

資本剰余金 58,574 58,574 

資本準備金 58,574 58,574 

利益剰余金 253,940 260,483 

利益準備金 55,317 55,317 

その他利益剰余金 198,623 205,166 

固定資産圧縮積立金 254 254 

別途積立金 188,432 190,432 

繰越利益剰余金 9,936 14,479 

自己株式 △28,032 △28,073 

株主資本合計 369,595 376,096 

その他有価証券評価差額金 △6,500 38,703 

繰延ヘッジ損益 △1,868 △1,938 

土地再評価差額金 9,052 9,313 

評価・換算差額等合計 684 46,079 

新株予約権 － 21 

純資産の部合計 370,279 422,197 

負債及び純資産の部合計 7,401,837 7,404,353 
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(2)【損益計算書】 

(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

経常収益 172,939 141,699 

資金運用収益 130,649 114,620 

貸出金利息 97,311 90,052 

有価証券利息配当金 31,470 23,282 

コールローン利息 409 165 

債券貸借取引受入利息 0 － 

預け金利息 694 548 

その他の受入利息 762 571 

信託報酬 22 23 

役務取引等収益 20,297 19,333 

受入為替手数料 6,823 6,551 

その他の役務収益 13,473 12,782 

特定取引収益 558 361 

商品有価証券収益 225 204 

特定金融派生商品収益 104 151 

その他の特定取引収益 228 5 

その他業務収益 3,913 3,559 

外国為替売買益 872 456 

国債等債券売却益 2,703 2,817 

金融派生商品収益 336 252 

その他の業務収益 1 31 

その他経常収益 17,498 3,800 

株式等売却益 15,468 1,782 

金銭の信託運用益 3 － 

その他の経常収益 2,025 2,018 

経常費用 171,501 123,170 

資金調達費用 25,076 12,092 

預金利息 16,045 9,399 

譲渡性預金利息 526 206 

コールマネー利息 1,651 57 

債券貸借取引支払利息 791 87 

借用金利息 985 857 

社債利息 333 334 

金利スワップ支払利息 4,726 1,132 

その他の支払利息 16 16 

役務取引等費用 7,606 7,600 

支払為替手数料 1,344 1,274 

その他の役務費用 6,261 6,325 

その他業務費用 42,631 4,637 

国債等債券売却損 9,122 3,577 

国債等債券償却 33,508 1,060 

営業経費 74,033 73,007 

その他経常費用 22,154 25,831 

貸倒引当金繰入額 1,671 8,281 

偶発損失引当金繰入額 1,083 1,090 

睡眠預金払戻損失引当金繰入額 317 329 

ポイント引当金繰入額 38 54 

貸出金償却 11,904 9,852 

株式等売却損 25 3,167 

株式等償却 6,183 1,932 

金銭の信託運用損 58 － 

その他の経常費用 872 1,123 

経常利益 1,437 18,528 
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(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

特別利益 2,083 1,978 

固定資産処分益 47 － 

償却債権取立益 2,036 1,978 

特別損失 1,453 492 

固定資産処分損 650 410 

減損損失 23 81 

その他の特別損失 779 － 

税引前当期純利益 2,067 20,013 

法人税、住民税及び事業税 2,142 418 

法人税等還付税額 － △96 

法人税等調整額 △5,127 6,696 

法人税等合計 △2,984 7,018 

当期純利益 5,051 12,994 

(株)常陽銀行（8333）平成22年3月期決算短信

－23－



(3)【株主資本等変動計算書】 

(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 85,113 85,113 

当期変動額   

当期変動額合計 － － 

当期末残高 85,113 85,113 

資本剰余金   

資本準備金   

前期末残高 58,574 58,574 

当期変動額   

当期変動額合計 － － 

当期末残高 58,574 58,574 

資本剰余金合計   

前期末残高 58,574 58,574 

当期変動額   

当期変動額合計 － － 

当期末残高 58,574 58,574 

利益剰余金   

利益準備金   

前期末残高 55,317 55,317 

当期変動額   

当期変動額合計 － － 

当期末残高 55,317 55,317 

その他利益剰余金   

固定資産圧縮積立金   

前期末残高 115 254 

当期変動額   

固定資産圧縮積立金の積立 140 3 

固定資産圧縮積立金の取崩 △1 △3 

当期変動額合計 139 0 

当期末残高 254 254 

固定資産圧縮特別勘定積立金   

前期末残高 140 － 

当期変動額   

固定資産圧縮積立金の積立 △140 － 

当期変動額合計 △140 － 

当期末残高 － － 

別途積立金   

前期末残高 185,432 188,432 

当期変動額   

別途積立金の積立 3,000 2,000 

当期変動額合計 3,000 2,000 

当期末残高 188,432 190,432 
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(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

繰越利益剰余金   

前期末残高 14,163 9,936 

当期変動額   

剰余金の配当 △6,262 △6,183 

当期純利益 5,051 12,994 

固定資産圧縮積立金の積立 － △3 

固定資産圧縮積立金の取崩 1 3 

別途積立金の積立 △3,000 △2,000 

自己株式の処分 △96 △8 

土地再評価差額金の取崩 79 △260 

当期変動額合計 △4,226 4,542 

当期末残高 9,936 14,479 

利益剰余金合計   

前期末残高 255,169 253,940 

当期変動額   

剰余金の配当 △6,262 △6,183 

当期純利益 5,051 12,994 

固定資産圧縮積立金の積立 － － 

固定資産圧縮積立金の取崩 － － 

別途積立金の積立 － － 

自己株式の処分 △96 △8 

土地再評価差額金の取崩 79 △260 

当期変動額合計 △1,228 6,542 

当期末残高 253,940 260,483 

自己株式   

前期末残高 △22,899 △28,032 

当期変動額   

自己株式の取得 △5,602 △71 

自己株式の処分 468 30 

当期変動額合計 △5,133 △40 

当期末残高 △28,032 △28,073 

株主資本合計   

前期末残高 375,957 369,595 

当期変動額   

剰余金の配当 △6,262 △6,183 

当期純利益 5,051 12,994 

自己株式の取得 △5,602 △71 

自己株式の処分 371 21 

土地再評価差額金の取崩 79 △260 

当期変動額合計 △6,362 6,501 

当期末残高 369,595 376,096 
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(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 43,704 △6,500 

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △50,204 45,203 

当期変動額合計 △50,204 45,203 

当期末残高 △6,500 38,703 

繰延ヘッジ損益   

前期末残高 △1,130 △1,868 

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △737 △70 

当期変動額合計 △737 △70 

当期末残高 △1,868 △1,938 

土地再評価差額金   

前期末残高 9,132 9,052 

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △79 260 

当期変動額合計 △79 260 

当期末残高 9,052 9,313 

評価・換算差額等合計   

前期末残高 51,705 684 

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △51,020 45,394 

当期変動額合計 △51,020 45,394 

当期末残高 684 46,079 

新株予約権   

前期末残高 － － 

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） － 21 

当期変動額合計 － 21 

当期末残高 － 21 

純資産合計   

前期末残高 427,662 370,279 

当期変動額   

剰余金の配当 △6,262 △6,183 

当期純利益 5,051 12,994 

自己株式の取得 △5,602 △71 

自己株式の処分 371 21 

土地再評価差額金の取崩 79 △260 

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △51,020 45,415 

当期変動額合計 △57,382 51,917 

当期末残高 370,279 422,197 
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（４）継続企業の前提に関する注記 

   該当ありません。 

 

 

６．役員の異動 
 

該当ありません。  
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